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研究成果の概要（和文）： 

自閉症における発達に関しては、国立成育医療センターでのフィールドワークをもとに『自閉
症の現象学』を出版した。 
心理臨床に関する治癒に関しては、主に文献を検討するとともに複数の論文を出版した。また
この研究成果をまとめて『治癒の現象学』という題で出版する予定である。 
加えて、看護・介護研究との研究者との連携を開始した。この分野では、まだ 2，3本の論文や
口頭発表を行ったのみであるが、主体変容の第三の形態として今後研究を続行する予定である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In the field of Autism Studies, based on a fieldwork in NCCHD, I published several articles 
on autism in French and in English and a book in Japanese (Murakami (Y.). Phenomenology 
of Autism. 2008).  
On the topic of the “metamorphosis of subject” in the domain of psychotherapy, I 
published several articles in French and a book in Japanese will be published (Murakami 
(Y.). Phenomenology of Psychotherapy. 2011).  
Otherwise, I started to study with the researchers in the field of Nursing Studies and 
discovered another type of “metamorphosis of subject”. I’d like to develop this last 
topic. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)研究代表者は、2003 年より国立成育医

療センターでの継続的なフィールドワーク

を行っている。そこでは自閉症児の体験世界

の現象学的分析を主なテーマとし、科研費を

いただいた。その中で、次の研究段階として

生じたのが今回の応募課題である。 
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(2)【哲学研究上の背景】 

第一に、現象学研究を現在主流の文献研究

にとどまらせることなく、本来の具体的な事

象の分析へと回帰させたいという希望があ

る。 

また、年来のレヴィナス研究の結果、トラ

ウマなどの疾患の可能性とその克服を、経験

の構造に組み込むことで、できあがる哲学が

大きく変化することがわかってきた。この研

究成果の延長線上で、「治癒の哲学」を構想

するにいたった。 

 

 

 

(3)【臨床的背景】 

現在の自閉症の療育は、子どもが持っている
能力の範囲で社会に適応するスキルの獲得
と問題行動の矯正を目指すものが主流であ
る。しかしこれからは、能力そのものの質的
なステップアップをもたらすためにはどう
したらよいのか、その方法論を模索する段階
にある(広瀬宏之「自閉症の「治療論」」2007)。 
 
２．研究の目的 
「経験構造の変容についての現象学～発達
と治癒の分析を軸として」は、人間の経験の
構造の肯定的な変容、すなわち「発達」と「治
癒」の構造分析を目的とする。 
このテーマのために、病院でのフィールドワ
ークおよび臨床家との共同研究を通じて、具
体的な事象そのものの現象学的分析を行い、
その上で、古典的哲学文献の現象学からの読
み直しを計る。 

 
３．研究の方法 
(1)自閉症研究については、フィールドワー
クおよび臨床家との共同研究を通じて、具体
的な事象そのものの現象学的 
(2)心理臨床研究については、以前のフィー
ルドワークの経験をもとに精神科医や臨床
心理士との討議と文献検討を中心としてい
る。 
(3)新たに開始した看護・介護における経験
構造の研究については、今のところ看護研究
などの領域の研究者との討議、および文献検
討を行ってきた。 
 
 
４．研究成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(1) 2003年以来フィールドワークを行ってき
た自閉症に関しては、期待した成果を得るこ
とができた。2008 年に『自閉症の現象学』と
いう題で単著を出版した。そのうえで、その
後にえた研究成果も数本の論文として発表
するとともに、国外、国内の学会での発表お
よび講義などを行うことで研究成果を発表
してきている。 
(2)2009 年度より心理臨床における治癒概念
の検討に研究の重心を移した。心理臨床に関
する文献とともに、メルロ＝ポンティやフッ
サールなどの古典的な現象学の論文を再検
討することで、伝統的な現象学を臨床場面の
理論的な理解のために応用するための方法
論を探ってきた。今までに国外、国内で数本
の論文を発表してきたが、その成果は随時論
文に発表しているが、2011 年に著書としてま
とめる予定である。 
(3)また 2009 年度より、経験構造の変容の別
様の事例として、看護や介護における看護
師・介護者・患者の経験の変容に関する研究
を始めている。今のところ数本の論文を発表
している段階である。 
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